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み合わせが異なることが明らかとなった。さらにスナヤツメの南方種（Lethenteron sp. S）の mtDNA には 
tRNA コード領域を分断するような反復配列が見られ、これも個体間で反復回数が異なった。しかし、このよ














 次に tbx1 という遺伝子に着目した。tbx1 は pax1 と同様に咽頭弓の分節に必須の遺伝子であり分節的な
発現パターンを呈するが、内胚葉だけではなく、咽頭中胚葉でも発現する。pax1 と tbx1 の遺伝的な上下関
係を明らかにするために pax1 の機能阻害胚で tbx1 の、tbx1 の機能阻害胚で pax1 の発現をそれぞれ観察
した。この実験の結果から、pax1 は tbx1 に非依存的に内胚葉での発現を開始するが、分節的な発現パター




 さらに詳しく中胚葉の状態を観察するために、咽頭中胚葉で特異的に発現する tcf21 の発現パターンを 















               審   査   の   要   旨 
 
 脊椎動物の咽頭分節は、脊椎動物のボディープランの形成に直接結びつく重要な形質であり、１９世紀の
ゲーテによる頭部分節性の問題提起以降、脊椎動物比較形態学の中心的課題であった。その分節性の一次的
な情報が、中胚葉にあるという画期的な成果を上げた。このような成果は、著者の緻密な研究デザインと粘
り強い努力の賜物であると高く評価された。また、ヤツメウナギの種同定に関する研究も、今後のヤツメウ
ナギの研究の基盤を提供するものとして、高く評価された。 
平成26年1月30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
